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会社概要

企業理念

人や仲間が集まり続け

求められ応え続ける会社

会社名 株式会社アースインフィニティ

代表者 代表取締役社長　濵田　幸一

所在地
大阪府大阪市北区中之島2-3-18

中之島フェスティバルタワー30F

設立 2002年7月

資本金 1億4,497万円

証券コード
7692

(東京証券取引所スタンダード市場)

事業内容
電気・ガス業（電気・ガスの小売販売）

電子機器の製造・販売・卸業



ハイライト



増収増益

　電力小売事業の拡大によ

り、売上高および各段階利

益において過去最高を更新

しました。



顧客基盤拡大

　新規契約獲得が順調に推

移し、保有契約件数は前期

比で大幅な純増となりまし

た。



財務体質の良化

　現預金の適正化による総

資産のスリム化を進め、自

己資本比率が大きく向上し

ました。



業績ハイライト (P/L)

売上高

18億円
 前年増減率 +15.7%

営業利益

2.4億円
 前年増減率 +427.2%



売上高の推移

2024年7月期1Q 11億円

2025年7月期1Q 15億円

2026年7月期1Q 18億円

継続した顧客獲得による契約件数の増加により3期連続の増収を達成。



営業利益の推移
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業務効率化と原価管理の徹底により、利益率は着実に向上しています。

(億円)



資産の概況 (B/S)

(単位：百万円)

項目 25年7月期 26年7月期1Q 増減

流動資産 2,311 2,000 ▲311

固定資産 749 752 +2

資産合計 3,061 2,752 ▲308

純資産 1,205 1,144 ▲60

自己資本比率 39.4% 41.6% +2.2%

現預金の最適化による総資産のスリム化を進めた結果、自己資

本比率が向上しました。

資産構成比

流動資産

固定資産

総資産

27億円



成長戦略：低圧特化とストックビジネス



低圧需要家へのアプローチ

販路拡大と販売力向上： パートナー代理店網

を活用し、低圧需要家を主軸に広範囲な市場

へ効率的にアプローチ。

リソースの最適化： 代理店送客スキームによ

り、自社の人材・コスト（リソース）を節約

しつつ契約数を拡大。

柔軟な対応： 地域や市場ニーズに即した柔軟

な営業展開で、販売コストを抑えながら売上

伸長を実現。



安定的なストック収益

独自のリスクヘッジ：「独自の燃料費等調

整」により、調達価格の変動リスクを適切に

コントロール。

強固なビジネスモデル： 市場環境に左右され

にくく、長期的に安定したストック収益が得

られる強固な収益基盤を構築しています。



調達コストの安定化 (JEPX市場動向)

 仕入価格の低位安定トレンド

2022年度の市場高騰期を経て、2023年以降はJEPX（日本卸

電力取引所）のシステムプライスが10円/kWh前後で安定的

に推移しています。

独自の燃料費等調整

「独自の燃料費等調整」によりリスクヘッジを行いな

がら、足元の安定した仕入価格環境を活かし、利益が

出やすい構造を維持しています。

JEPX システムプライス（月平均）の推移
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サステナビリティへの取り組み (SDGs)

 再生可能エネルギーの普及

風力発電所の保有・運営

北海道ウィンドファーム： 6基

愛媛県西宇和郡ウィンドファーム： 7基

資源が枯渇せず、温室効果ガスを排出しない

クリーンエネルギー。昼夜問わず稼働できる

ため、時間帯の影響を受けにくい安定電源で

す。

 アプリ「E-planet」の活用

電力使用量や料金の確認に加え、CO2削減量を可視

化。 ユーザー自身のSDGsへの意識向上を促し、顧客満

足度を高めるツールとして積極的に展開しています。

 多様な人材の活躍

「大阪市女性活躍リーディングカンパニー」の認証を

取得し、当社では性別やバックグラウンドに関わら

ず、誰もが能力を発揮し活躍できる企業風土づくりを

推進しています。



中期経営目標

中期経営目標

売上高 売上高 100100 億円 億円
 次なる成長ステージへ

 少数精鋭による高収益化

徹底したローコスト運営で固定費を抑制。

売上増がダイレクトに利益貢献する体制。

 顧客獲得の強化

高収益体質で生み出したキャッシュを、

更なる契約獲得のための活動へ集中投下。



株主還元方針と配当推移

基本方針

当社は、株主の皆様への長期的な利益還元を経営の

重要課題の一つと位置付けています。 「安定的な配

当継続」と「業績連動」のバランスを重視し、企業

価値向上に努めてまいります。

中間配当

本年度より、株主還元の機会を充実させるため、期

末配当に加え「中間配当」を実施いたします。

主要還元目標

配当性向目安

52.1%
(2026年予想)

1株当たりの配当金

1.3+1.3=2.6円
(2026年予想)

1株当たり配当金の推移

24年7月期 25年7月期 26年7月期(予)

 順調な業績拡大に伴い、増配を予定

1.3円

2.1円

2.6円



注意事項・お問い合わせ

免責事項

本資料は情報提供を目的としており、当社株式への投資勧誘を目的としたものではありません。

本資料に含まれる将来の予測や見通しは、現時点で入手可能な情報に基づいた当社の判断であり、実際

の業績は経済情勢や市場動向、制度変更、気候変動など様々な要因により大きく異なる可能性がありま

す。

情報の正確性や完全性を保証するものではなく、予告なしに変更されることがあります。また、本資料

の利用により生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いかねます。

本資料に関するお問い合わせ

株式会社アースインフィニティ IR担当

 earth-ir@earth-infinity.co.jp

mailto:earth-ir@earth-infinity.co.jp

